会員ならびにテニス愛好家のみなさまへ
下記の通り、大会運営関係者やクラブ代表者を対象とした「ルールとマナーの講習会」を開催致しました。

当日は講師の方の懇切丁寧なご説明と出席者の方々の活発なご質問やご意見等でたいへん盛り上がりました。

つきましては、当日の講習内容を紹介させて頂きますので、是非ご一読くださいますようお願い致します。

記

開催日時　：　平成１７年３月２６日（土）　１７：００～１９：００

開催場所　：　アクアパーク（東広島運動公園）体育館　第一会議室

講師　　　：　中島 正雄氏（広島県テニス協会　審判委員会副委員長）
講習内容　：　１．２００５年度版「コートの友（テニスルール・ハンドブック）」の主な変更点

　　　　　　　　２．当協会主催大会で発生したルールに関する具体的事例

　　　　　　　　３．大会参加者や出席者からのルールに関する質問と回答

　　　　　　　　４．当協会主催大会で発生したマナーに関する具体的事例

テキスト　：　２００５年度版「コートの友（テニスルール・ハンドブック）」（日本テニス協会発行）

以上

1． ２００５年度版「コートの友（テニスルール・ハンドブック）」の主な変更点

①（規則　６）セット中のゲームスコア

　　　タイブレーク・セット方式の試合で、誤ってアドバンテージ・セット方式（どちらかが２ゲームの差をつけるまで続行）にしてしまった場合は次のとおりの処理を行なうことになりました。

ａ．　最初のポイントだけをプレーした後で誤りに気づいた場合は、ただちにタイブレーク・ゲームに戻します。

ｂ．　第２ポイントがインプレーになったあとで気づいた場合は、そのままアドバンテージ・セット方式で試合を続けますが、ゲームスコアが８－８またはそのうえの偶数ゲームオールになった時にタイブレーク・ゲームを行うことになりました。

　　②（規則１０）エンドの交代

　　　　　３セットまたは５セットマッチの試合でタイブレーク・セット方式が採用されている場合に、各セットでタイブレーク・ゲームを行なった後は、必ずエンドチェンジを行なうことが明記されました。

③（規則１８）フットフォールト

　　　　　「サーバーは片足または両足を地面から離してサーブしてもよい」と記載されました。ちなみに旧規則では「サーバーは片足で立ってもよい」となっていました。具体的には飛び上がってサーブすることを指しています。

④（規則２６）妨害

　　　　　ダブルスでサーバーがサーブしようとしている時に、レシーバーのパートナーはネットの自分側であればどこに立ってもよいことになっていますが、その動きが明らかに相手の邪魔をしていると判断された場合は「故意による相手への妨害」が適用され、レシーバー側の失点となることが明記されました。

　　⑤（規則２９）連続的プレー

　　　　　ａ．　専門家が常駐しているトーナメントでは、自然的体力の消耗（疲労によるケイレンや病気から来るなんらかの症状など）に対して、１回に限り３分間の治療時間をとることが認められましたが、専門家が常駐していないトーナメントでは何の考慮も払われません。

　　　　　ｂ．　同じ日にシングルスとダブルスに出場するプレーヤーが、先に行われた試合でケガをして棄権した場合でも専門家が認めればもう一方の試合に出場できることになっていますが、専門家が常駐していないトーナメントではレフェリーの裁量で判断されることになりました。

　　⑥（倫理規程３－２－７）不当な遅延

　　　　　プレーヤーがゲームを不当に遅延させることがないように、以下の点が規程されました。

　　　　　ａ．　アウトオブプレーになった瞬間から次のポイントの第１サービスを打つまでの時間は最長20秒です。（この20秒は休憩ではありません。）

　　　　　ｂ．　エンドを交代するときは、ゲーム終了のボールがアウトオブプレーになった瞬間から次のゲームの第1サービスを打つまでの時間は最長90秒です。

　　　　　ｃ．　第1サービスがフォールトの場合は、遅れることなく第2サービスを打たなければなりません。

　　　　　ｄ．　各セットの第1ゲーム終了後とタイブレーク・ゲーム中のエンド交代時の休憩はありません。

　　　　　ｅ．　各セットの終了時は120秒のセットブレイクが与えられます。

　　　　　ｆ．　偶数ゲームでセットが終了した場合は、次のセットの第1ゲーム終了時まではエンドの交代はありません。

　　　　　ｇ．　レシーバーはサーバーの理にかなったペースに合わせてプレーをし、サーバーがサーブしようとして構えたときにはレシーブの構えをしなければなりません。

　　⑦ スコア原本へのスコア記録方法

　　　　　双方のプレーヤーが欠場した場合は、「Ｎ．Ｓ．」（No　Showの略）と記入することになりました。

　　　　ちなみに、「W．O．」（Walk　Overの略）は勝者に対して使用される用語です。

２．大会で発生したルールに関する具体的事例

① フットフォールト

・　センターマーク（ベースラインの中央部と垂直に接するライン）の仮想延長線を踏んでサービスをしておられました。　⇒　踏んではいけません。

・　ダブルスコートでシングルスを行なっていた際に、サイドラインの仮想延長戦の外側に立ってサービスをしておられました。　⇒　踏んでも良いのですが外側に立ってはいけません。

② 服装規定

· トレーナーを着用しておられました。　

⇒　認められておりません。セーター、ベスト、カーディガン類は着用できます。

· 膝が隠れるショーツを着用しておられました。　

⇒　ショーツおよびスコートは膝が隠れてはいけません。

· Ｔシャツを着用しておられました。

　⇒　テニスシャツの着用はＯＫですが、一般のＴシャツの着用は禁止されています。ご不安でしたら試合前にレフェリーに判断してもらってください。

③ セルフジャッジ

・　スコアのアナウンスをしていない方がおられました。　⇒　サーバーの義務です。

・　「フォールト」や「アウト」のコールをしていない方がおられました。　

⇒　声とハンドシグナルで行なってください。（ボールが出た方向を指し示してください。）

・　相手の「アウト」のジャッジに対し、クレームをつけている方がおられました。

⇒　原則として相手のサイドに落ちたボールは相手のみがジャッジできることになっていますが、問題があればレフェリーを呼んでください。

・　双方のプレーヤーともスコアがわからなくなっているケースがありました。

　　　　　　　⇒　双方のプレーヤーが合意できるスコアまでさかのぼり、それ以後の双方が合意したポイントをそれぞれに加算してください。

④ コーチング

・　試合中に携帯電話が鳴っていました。　

⇒　電源を切っていない携帯電話をコートに持ち込まないでください。

・　コート外の観客と会話をしておられました。　⇒　助言とみなされます。

⑤ ノーアドバンテージおよびセミアドバンテージ方式

・　「フォーティオール」とアナウンスしている方がおられました。

　　　　⇒　「Deuce」に続いて「Deciding Point，Receiver’s Choice」とアナウンスしてください。

・　セミアドバンテージ方式採用大会で、ノーアドバンテージ方式で試合を終了した方がおられました。

　　　　　　　⇒　スコア原本へ記載された結果はそのまま有効となります。

⑥ タイブレーク

· エンドチェンジの際に休憩を取っている方がおられました。

　⇒　タイブレーク・ゲーム中の休憩はありません。

３．大会参加者や出席者からのルールに関する質問と回答

Ｑ.１　　ダブルスコートにシングルス・スティックを立てて試合をしている際に、シングルス・スティックの外側のネットに着衣が触れてしまいました。失点となるのでしょうか？

Ａ.１　　失点ではありません。シングルス・スティックの外側のネットやダブルス用のネットポストなどは規則上パーマネント・フィクスチュアとなりますので、プレーを続けてください。

Ｑ.２　　サーブしたボールがネットポスト（またはシングルス・スティック）に当たってサービスコートに入りました。サービスのレットになりますか？

Ａ.２　　レットにはなりません。フォールトです。

Ｑ.３　　ライン際に落ちたボールが少しでもラインに触れていればグッドですか？

Ａ.３　　グッドです。ただし、球状のボールがコートに接地した瞬間の接地点でのジャッジとなりますので、コートに接地した後でつぶれたボールの接地面がラインに触れていてもグッドとは限りません。

Ｑ.４　　インプレー中のボールを打とうとしたところ、偶然ラケットにボールが２度当たってしまいました。ファウルショットによる失点となりますか？

Ａ.４　　失点ではありません。プレーを続けてください。ただし、故意に２度以上触れた場合は失点となります。

Ｑ.５　　ダブルスでパートナー同士がボールを打とうとして、お互いのラケットが重なった状態でボールを打ってしまいました。ファウルショットによる失点となりますか？

　　Ａ.５　　失点ではありません。プレーを続けてください。

　　Ｑ.６　　試合中にストリングが切れてしまいました。そのまま使用しても構わないのでしょうか？

　　Ａ.６　　トーナメント主催者が使用を禁止していなければ使用可能です。

　　Ｑ.７　　第１サービスがフォールトだったのですが、それを受けたレシーバーのストリングが切れてしまいました。レシーバーはラケットを交換してもよいのでしょうか？

　　Ａ.７　　レシーバーはそのままプレーしても構いませんし、ラケットを交換しても構いません。ただし、交換した場合にはサーバーには第１サービスが与えられます。

　　Ｑ.８　　第１サービスがフォールトだったのですが、サーバーがラケットを交換したうえでもう一度第１サービスを主張しました。認められますか？

　　Ａ.８　　認められません。第２サービスを行なってください。

　　Ｑ.９　　８ゲームズプロセットの大会で、１セットマッチで試合を終了してしまいました。もう一度コートに戻って続きのゲームをしてもよいでしょうか？

　　Ａ.９　　試合結果がスコア原本に記入される前であれば、続きをプレーできます。

Ｑ.１０　セルフジャッジの大会で試合中に隣のコートからボールが入ってきました。「レット」のコールはどちらのプレーヤーが行なってもよいのでしょうか？

Ａ.１０　どちらのプレーヤーもコールできます。

Ｑ.１１　ミックスダブルスでノーアドバンテージ（またはセミアドバンテージ）方式を採用している試合でも、デュースの際にレシーバーはサイドを選択できるのでしょうか？

Ａ.１２　選択できません。相手サーバーに合わせて同姓がレシーブすることになります。また、レシーバー側が左右のサイドを入れ替わることはできません。

Ｑ.１３　打った瞬間にラケットが手から離れた場合は失点となるのでしょうか？

Ａ.１３　ボールが当たる前にラケットが手から離れていれば失点となります。

Ｑ.１４　第1サービスをフォールトした後、第2サービスを打とうとしていた際に隣のコートからボールが入ってきました。「レット」をコールして第1サービスからやり直すことができますか？

Ａ.１４　第2サービスのモーション（トスを上げる前の一時静止以降）に入っていれば、第1サービスが与えられます。

Ｑ.１５　コートのラインの外側へ落とし物をした場合でも「レット」をコールできますか？

Ａ.１５　ラインの外側もプレーゾーンですので「レット」をコールできます。

Ｑ.１６　隣のコートからボール入ってきたのですが、しばらくラリーを続けました。その後で「レット」をコールできますか？

Ａ.１６　ボールが入ってきたことに気がついていたのにラリーを続けた場合は「レット」を主張できません。気づいた時点で直ちにコールしてください。

4． 協会主催大会で発生したマナーに関する具体的事例
ａ．　申込み締切日以降に申込み書が届いたことがありました。締切日は必着日ですのでお早目にお申込みください。

ｂ．　申込み締切日以降に参加の取消しを連絡された方がおられました。当協会競技規則で申込み締切日以降の取消しは認められないことになっておりますのでご了承ください。

ｃ．　大会当日にダブルスパートナーの変更を申し出られたケースがありました。ドローの公平性の観点からも認められませんのでよろしくお願いします。

ｄ．　試合方法等を理解されていない方がおられました。要項を熟読してご参加ください。

ｅ．　ドローに記載している試合開始予定時刻へ遅刻された方がおられました。原則として試合開始予定時刻への遅刻は失格となりますのでご注意ください。

ｆ．　事前に連絡もしないで棄権（No　Show）された方がおられました。大会進行上問題が生じますので棄権される場合は前日までに事務局へ届け出てください。

ｇ．　コンソレーションマッチがあるにもかかわらず無断で退出された方がありました。スポーツマンシップに則り試合をしてください。

ｈ．　予選リーグ敗退が決まった後の残り試合を放棄して退出された方がおられました。最後までベストを尽くしてください。

ｉ．　試合中のジャッジに関して無言無動作で判定している方がおられました。相手に判るようにジャッジを行なってください。

ｊ．　まだ空中にあるボールに対して「アウト」とコールしている方がおられました。空中をボールが通過している間はインプレーです。特にダブルスの試合ではパートナーへ「ウォッチ」や「ノー」などと合図してください。

ｋ．　隣のコートの試合の妨げとなるような行為がありました。隣のコートへボールを拾いに行く時はインプレー中を避けましょう。

ｌ．　試合中に観客席からプレーヤーへ話しかけている方がおられました。プレーヤーにペナルティが課せられることもありますのでやめましょう。

ｍ．　試合終了後に対戦相手と話しこんでいる方がおられました。大会運営に支障をきたさないように、試合が終了したら速やかに結果を本部まで届けてください。

ｎ．　応援している方の中に相手のミスに対して拍手をしたり、「ラッキー」などと声をかけている方がおられました。両方のプレーヤーの好プレーに対して拍手喝采をお願いします。

ｏ．　児童公園付近で練習している方がおられました。子供さんがケガをするといけませんので別の場所でお願いします。

ｐ．　ゴミを会場内に投棄された方がおられました。運営当番の方が持ち帰ることになりますので、お帰りの際には周辺をご確認ください。

